
イ 
 

 

  
 

 
 

 
 

 

 

                                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

                     ←スマホで撮った恩田川のカワセミ 

                                          

秋になりましたがまだ気温が高い日もあります。しかし夏の暑さとは違って風が心

地よいです。お天気のいい日はなるべく外を歩くようにしています。恩田川沿いを歩く

と、道沿いのコスモスや秋の草花、川にいる鳥たちの姿に心を癒されます。 

先月私は白内障の手術をしました。両目ともとても良く見えるようになり、特に空を 

見上げると空の青と雲の白がはっきりと見えます。前よりも世界が明るくなったよう

で本当に感謝です。このように目というものは本当に大切な器官であることを改めて

実感しました。 

イエスさまはこのようにおっしゃいました。 

「体のともし火は目である。目が澄んでいれば、あなたの全身が明るいが、濁っていれ

ば、全身が暗い。だから、あなたの中にある光が消えれば、その暗さはどれほどであろ

う。」          マタイ 6：22 

 これは山上の垂訓の中にある言葉です。イエスさまは、山の上で人々に神の国につい

てお話しされました。ここで目はたとえに使われています。イエスさまが伝えたかった

ことは、身体にとって目が大切なように、私たちの内にある光、希望の光が大切だ、と

いうことです。その希望とは信仰による希望です。信仰による希望とは、私たちはこの

世であっては寄留者ですが、天の御国という故郷があるということです。そして、その

故郷である神の国はやがて行くところでありますが、イエスさまと共に歩む地上の人

生においても、すでに神の国は私たちの心の中に始まっている、ということです。私た

ちはそのような希望の光を持っているのです。それが消えてしまうと、真っ暗な闇の中

にいる状態になる、ということです。 

 人は希望を失うと生きていけません。どんな苦しみの中にあっても、困難の中にあっ

ても一筋の希望が生きる力になります。イエスさまは、「わたしが共にいるから、大丈

夫だよ。あなたは今、わたしと共に神の国にいるのだよ。」と励まし、希望を与えよう

とされています。暗闇の中を歩いている人たちに、この信仰による希望の光が与えれる

ことを祈ります。 

 私たちの信仰の目も、白内障のように色々な妨げによって濁ってしまうこともあり

ます。この祈りを祈りましょう。 

「どうか、わたしたちの主イエス・キリストの神、栄光の源である御父が、あなたがた

に知恵と啓示との霊を与え、神を深く知ることができるようにし、心の目を開いて 

くださるように。」エフェソ 1：17，18 

月報「ぶどうの木」 
         2021 年 10 月

号 

日本フリーメソジスト教団 

町田福音キリスト教会 

Zoomによる E4K アメリカから 

ウィルキンズ先生の参加してくれました 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                              

10月役員会決定事項 

・9月度の経常会計・基金会計・建造物会計が承認された。 

・10月 1日から緊急事態宣言が解除されるに伴い、10月 17日から会堂で人数制限なしで礼拝を再開

する。YouTubeのライブ配信はやめて、オンラインでは Zoomで礼拝に参加することとする。ただし、

感染再拡大の可能性もあるので各自十分感染防止に注意した上で礼拝を安全に行うことに務める。 

・林アメリ―さんのキルト展は、無期限延期になっているが、感染状況が落ち着き、緊急事態宣言等が

出ていなければ 11月 22日～27日に開催する方向で検討する。10月末に開催するかどうか決定す

る。 

・献堂十周年記念誌が完成し、150冊届いている。教団の全教会と寄稿者、写真を掲載した方などに送

付する。 

・記念礼拝の説教を録画して送ってくださった脇先生に謝礼として 2万円を送る。 

・先月提案のあった困窮者に対する支援金の基金について、すでにそのような働きをしている NPOを

調べ、他教会とも協力してできるかなど調査することにする。 

・馬場一朗先生は来年 1月 9日と 2月 13日の聖日に町田に来ることを予定している。 

 

               

 

 


